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【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 1 0 月 3 1 日 ( 2 0 2 2 . 1 0 . 3 1 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 1 / 1 7 6 9 4 1
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 0 5 0 5 9 ( P 2 0 2 2 - 5 0 5 0 5 9 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ０ ８ Ｊ 3 / 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ０ ８ Ｊ 3 / 1 6 　 　 　 　 Ｃ Ｆ Ｄ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 8 月 1 6 日 ( 2 0 2 2 . 8 . 1 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） ｐ Ｈ が ７ 以 下 で あ る ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 水 性 懸 濁 液 を 調 製 す る 工 程 、 お よ  
び
　 （ ｂ ） 前 記 工 程 （ ａ ） で 調 製 し た ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 水 性 懸 濁 液 を 、 二 軸 押 出 機  
中 で 設 定 温 度 ８ ０ ～ ３ ０ ０ ℃ で 加 熱 し て 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 を 凝 集 さ せ る 工 程 、
を 含 む 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 工 程 （ ｂ ） に お け る 加 熱 方 法 が 、 二 軸 押 出 機 ヒ ー タ ー を 用 い る 方 法 、 お よ び ／ ま た  
は 加 圧 蒸 気 を 二 軸 押 出 機 内 に 直 接 投 入 す る 方 法 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ  
ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 以 下 の 式 （ １ ） で 示 さ れ る 値 が 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ０ で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の  
ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
　 前 記 工 程 （ ｂ ） で 得 ら れ た ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 凝 集 体 の 体 積 メ ジ ア ン 径 ／ ポ リ ヒ  
ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 １ 次 粒 子 の 体 積 メ ジ ア ン 径 ・ ・ ・ （ １ ）
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 工 程 （ ａ ） に お い て 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 水 性 懸 濁 液 中 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア  
ル カ ン 酸 濃 度 が 、 ３ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ポ リ ヒ  
ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 二 軸 押 出 機 の ス ク リ ュ ー の 回 転 数 が 、 ３ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４  
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 二 軸 押 出 機 中 の 圧 力 が 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か  
１ 項 に 記 載 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 二 軸 押 出 機 の ス ク リ ュ ー の 一 部 が 、 逆 送 り 作 用 を 有 す る ス ク リ ュ ー で あ る 、 請 求 項  
１ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ９ ７ 重 量 ％ 以 上 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 を 含 み 、 か つ 、 体 積 メ ジ ア ン 径 が ３ ０ ０ μ  
ｍ 以 上 で あ る 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 凝 集 体 。
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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 一 態 様 は 、 ９ ７ 重 量 ％ 以 上 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 を 含 み 、 か つ 、  
体 積 メ ジ ア ン 径 が ３ ０ ０ μ ｍ 以 上 で あ る 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 凝 集 体 に 関 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 製 造 方 法 の 工 程 （ ａ ） に お い て 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 の ｐ Ｈ の 調 整 は 、 二 軸 押 出 機 に 投  
入 さ れ る 前 に 行 わ れ て も よ い し 、 二 軸 押 出 機 に 投 入 さ れ た 後 に 行 わ れ て も よ い 。 二 軸 押 出  
機 に 投 入 さ れ た 後 に 行 わ れ る 場 合 に は 、 ま ず 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 を 二 軸 押 出 機 に 投 入 し た  
後 に 、 上 述 の 酸 等 を 二 軸 押 出 機 に 投 入 す る こ と に よ り 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 の ｐ Ｈ を ７ 以 下  
に 調 整 す る こ と が で き る 。 酸 等 の 投 入 は 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 が 二 軸 押 出 機 中 で 加 熱 さ れ る  
前 に 行 わ れ る こ と が 好 ま し い 。 そ れ に よ り 、 二 軸 押 出 機 に お け る 加 熱 溶 融 時 の 着 色 が 低 減  
さ れ 、 か つ 、 加 熱 時 お よ び ／ ま た は 乾 燥 時 の 分 子 量 低 下 が 抑 制 さ れ た Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 を 得 る  
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 工 程 （ ｂ ） に お け る 二 軸 押 出 機 中 の 圧 力 は 、 熱 融 着 に よ  
り Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 が 得 ら れ る 圧 力 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５  
Ｍ ｐ ａ で あ り 、 好 ま し く は 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 ０ ． ０ ８  
～ ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ で あ る 。 二 軸 押 出 機 が 戻 し ス ク リ ュ ー を 備 え る 場 合 に は 、 上 述 の 通 り 、 二  
軸 押 出 機 中 の 圧 力 は 高 く な る 傾 向 が あ る 。 二 軸 押 出 機 が 戻 し ス ク リ ュ ー を 備 え る 場 合 の 工  
程 （ ｂ ） に お け る 二 軸 押 出 機 中 の 圧 力 は 、 例 え ば 、 ０ ． １ ～ ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ で あ り 、 好 ま し  
く は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 ０ ． ２ ５ ～ ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 述 の 通 り 、 本 製 造 方 法 に よ り 、 Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 を 得 る こ と が で き る 。 こ こ で 、 Ｐ Ｈ Ａ 凝  
集 体 が 得 ら れ た こ と は 、 以 下 の 式 （ １ ） で 示 さ れ る 値 を 指 標 と し て 示 す こ と が で き る ：
　 前 記 工 程 （ ｂ ） で 得 ら れ た Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 の 体 積 メ ジ ア ン 径 ／ Ｐ Ｈ Ａ １ 次 粒 子 の 体 積 メ ジ  
ア ン 径 ・ ・ ・ （ １ ）
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 Ｐ Ｈ Ａ １ 次 粒 子 」 と は 、 工 程 （ ａ ） で 調 製 さ れ た ポ リ ヒ ド  
ロ キ シ ア ル カ ン 酸 水 性 懸 濁 液 に 含 ま れ る Ｐ Ｈ Ａ の 粒 子 を 意 味 す る 。 ま た 、 「 Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体  
の 体 積 メ ジ ア ン 径 」 は 、 「 Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 の 平 均 粒 径 」 と 称 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 「  
Ｐ Ｈ Ａ １ 次 粒 子 の 体 積 メ ジ ア ン 径 」 は 、 「 Ｐ Ｈ Ａ １ 次 粒 子 径 」 と 称 す る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 試 料 で あ る Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 は 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 投 入 部 １ ０ か ら 二 軸 押 出 機 へ 投 入 さ  
れ る 。 本 実 施 形 態 １ で は 、 二 軸 押 出 機 へ の 投 入 前 の Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 の ｐ Ｈ は 、 ７ 以 下 に
調 整 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ｐ Ｈ が ７ 以 下 で あ る Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 が 二 軸 押 出 機 へ 投 入 さ  
れ る 。 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 の 二 軸 押 出 機 へ の 投 入 量 は 、 弁 ８ に よ り 調 節 さ れ る 。 押 出 機 内 部  
領 域 １ へ 投 入 さ れ た Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 は 、 ス ク リ ュ ー ２ に よ り 、 押 し 出 し 部 （ 排 出 部 ） ５  
に 向 か っ て 移 送 さ れ る 。 移 送 の 間 、 加 熱 ヒ ー タ ー ３ に よ る 一 定 温 度 で の 加 熱 に よ り 、 Ｐ Ｈ  
Ａ 水 性 懸 濁 液 の 水 分 が 蒸 発 す る 。 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 中 の Ｐ Ｈ Ａ は 、 熱 融 着 に よ り 結 合 し 、  
Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 と し て 押 し 出 し 部 （ 排 出 部 ） ５ か ら 排 出 さ れ る 。 本 実 施 形 態 １ で は 、 最 も 簡  
便 に Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 か ら Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 を 得 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 試 料 で あ る Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 は 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 投 入 部 １ ０ か ら 二 軸 押 出 機 へ 投 入 さ  
れ る 。 本 実 施 形 態 ２ で は 、 二 軸 押 出 機 へ の 投 入 前 の Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 の ｐ Ｈ は 、 ７ 以 下 に
調 整 さ れ て い な い 。 す な わ ち 、 ｐ Ｈ が ７ よ り 大 き い Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 が 二 軸 押 出 機 へ 投 入  
さ れ る 。 押 出 機 内 部 領 域 １ へ 投 入 さ れ た Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 は 、 酸 投 入 部 １ １ か ら の 酸 の 投  
入 に よ り 、 ｐ Ｈ が ７ 以 下 に 調 整 さ れ る 。 投 入 さ れ る 酸 の 量 は 、 弁 ８ に よ り 調 節 さ れ る 。 ｐ  
Ｈ が ７ 以 下 に 調 整 さ れ た Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 に 、 ス ク リ ュ ー ２ に よ り  
、 押 し 出 し 部 （ 排 出 部 ） ５ に 向 か っ て 移 送 さ れ 、 Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 が 得 ら れ る 。 本 実 施 形 態 ２  
で は 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 の ｐ Ｈ の 調 整 と 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 の 乾 燥 と を 、 押 出 機 内 部 領 域  
１ で ま と め て 行 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 ３ の 変 形 例 と し て 、 実 施 形 態 ２ に 記 載 の 酸 投 入 部 １ １ お よ び 弁 ８ を 設 け  
る 態 様 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 変 形 例 で は 、 ｐ Ｈ が ７ 以 下 に 調 整 さ れ て い な い （ ｐ Ｈ が ７ よ り  
大 き い ） Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 を 二 軸 押 出 機 へ 投 入 し 、 当 該 二 軸 押 出 機 中 で Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液  
の ｐ Ｈ を ７ 以 下 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 ４ の 変 形 例 と し て 、 実 施 形 態 ２ に 記 載 の 酸 投 入 部 １ １ お よ び 弁 ８ を 設 け  
る 態 様 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 変 形 例 で は 、 ｐ Ｈ が ７ 以 下 に 調 整 さ れ て い な い （ ｐ Ｈ が ７ よ り  
大 き い ） Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 を 二 軸 押 出 機 へ 投 入 し 、 当 該 二 軸 押 出 機 中 で Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液  
の ｐ Ｈ を ７ 以 下 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 ５ の 変 形 例 と し て 、 実 施 形 態 ２ に 記 載 の 酸 投 入 部 １ １ お よ び 弁 ８ を 設 け  
る 態 様 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 変 形 例 で は 、 ｐ Ｈ が ７ 以 下 に 調 整 さ れ て い な い （ ｐ Ｈ が ７ よ り  
大 き い ） Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 を 二 軸 押 出 機 へ 投 入 し 、 当 該 二 軸 押 出 機 中 で Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液  
の ｐ Ｈ を ７ 以 下 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に 、 実 施 形 態 ６ の 変 形 例 と し て 、 実 施 形 態 ２ に 記 載 の 酸 投 入 部 １ １ お よ び 弁 ８ を 設  
け る 態 様 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 変 形 例 で は 、 ｐ Ｈ が ７ 以 下 に 調 整 さ れ て い な い （ ｐ Ｈ が ７ よ  
り 大 き い ） Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 を 二 軸 押 出 機 へ 投 入 し 、 当 該 二 軸 押 出 機 中 で Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁  
液 の ｐ Ｈ を ７ 以 下 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 は 、 以 下 で あ る 。
＜ １ ＞ （ ａ ） ｐ Ｈ が ７ 以 下 で あ る Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 を 調 製 す る 工 程 、 お よ び
　 （ ｂ ） 前 記 工 程 （ ａ ） で 調 製 し た Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 を 、 二 軸 押 出 機 中 で 設 定 温 度 ８ ０ ～  
３ ０ ０ ℃ で 加 熱 し て 、 Ｐ Ｈ Ａ を 凝 集 さ せ る 工 程 、
を 含 む 、 Ｐ Ｈ Ａ の 製 造 方 法 。
＜ ２ ＞ 前 記 工 程 （ ｂ ） に お け る 加 熱 方 法 が 、 二 軸 押 出 機 ヒ ー タ ー を 用 い る 方 法 、 お よ び ／  
ま た は 加 圧 蒸 気 を 二 軸 押 出 機 内 に 直 接 投 入 す る 方 法 で あ る 、 ＜ １ ＞ に 記 載 の ポ リ ヒ ド ロ キ  
シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
＜ ３ ＞ 以 下 の 式 （ １ ） で 示 さ れ る 値 が 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ０ で あ る 、 ＜ １ ＞ ま た は ＜ ２ ＞ に  
記 載 の Ｐ Ｈ Ａ の 製 造 方 法 。
前 記 工 程 （ ｂ ） で 得 ら れ た Ｐ Ｈ Ａ 凝 集 体 の 体 積 メ ジ ア ン 径 ／ Ｐ Ｈ Ａ １ 次 粒 子 の 体 積 メ ジ ア  
ン 径 ・ ・ ・ （ １ ）
＜ ４ ＞ 前 記 工 程 （ ａ ） に お い て 、 Ｐ Ｈ Ａ 水 性 懸 濁 液 中 の Ｐ Ｈ Ａ 濃 度 が 、 ３ ０ ～ ７ ０ 重 量 ％  
で あ る 、 ＜ １ ＞ ～ ＜ ３ ＞ の い ず れ か に 記 載 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 の 製 造 方 法 。
＜ ５ ＞ 前 記 二 軸 押 出 機 の ス ク リ ュ ー の 回 転 数 が 、 ３ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で あ る 、 ＜ １ ＞ ～  
＜ ４ ＞ の い ず れ か に 記 載 の Ｐ Ｈ Ａ の 製 造 方 法 。
＜ ６ ＞ 前 記 二 軸 押 出 機 中 の 圧 力 が 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ Ｍ ｐ ａ で あ る 、 ＜ １ ＞ ～ ＜ ５ ＞ の い  
ず れ か に 記 載 の Ｐ Ｈ Ａ の 製 造 方 法 。
＜ ７ ＞ 前 記 二 軸 押 出 機 の ス ク リ ュ ー の 一 部 が 、 逆 送 り 作 用 を 有 す る ス ク リ ュ ー で あ る 、 ＜  
１ ＞ ～ ＜ ６ ＞ の い ず れ か に 記 載 の Ｐ Ｈ Ａ の 製 造 方 法 。
＜ ８ ＞ ９ ７ 重 量 ％ 以 上 の ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 を 含 み 、 か つ 、 体 積 メ ジ ア ン 径 が ３ ０  
０ μ ｍ 以 上 で あ る 、 ポ リ ヒ ド ロ キ シ ア ル カ ン 酸 凝 集 体 。
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